
関係機関が集まり、タイムライン作成に向けた研修会を開催（多久市） 

○ 六角川水系牛津川における洪水氾濫等を想定し、多久市、佐賀県、国（武雄河川事務所、佐賀地方
気象台）が参加し、市民の避難や減災に向けたタイムライン作成の研修会を開催（Ｈ28.10.24）。  
（特に、多久市では防災・危機管理、福祉、教育等の様々な部局が参加。） 

○ 基礎知識の習得やグループワークを通じて、防災に関する重要性や共通認識を図った。 

グループワーク 発表・課題の共有 講評 

●研修会の実施状況（会場：多久市大会議室、参加人数約70名） 

意見交換を通じて災害時に実施すべ
き内容、行動フローを時系列に整理。 

成果発表を通じて、他部局の役割、
課題等を情報共有。 

岡下武雄河川事務所長 横尾多久市長 
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